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序

埋蔵文化財 (遺跡)は 、土地に刻まれた祖先の生活・文化の足跡であり、

地域の歴史・文化を解明するための貴重な歴史資料であります。また、わが

国の歴史文化を正しく理解するために欠くことのできない文化遺産でもあり

ます。これを保護し、後世へ伝えることは現代に生きる我々の責務であろう

と思います。そして、その保護が近年の地域開発の進展に伴なって、極めて

重要な課題となっています。

高知県教育委員会では、こうした現状から、県下における埋蔵文化財につ

いて、その保護の周知徹底をはかり、かつ遺跡を保護するための基礎資料と

することを目的として、昭和61年度から10ヵ 年計画で県下全域の詳細な遺跡

分布調査を計画し、実施中であります。

この概報は、国庫補助事業として昭和61・ 62年度に現地踏査し、新たに確

認した 310数 力所を加え、総数 670カ 所余の幡多地域の遺跡の分布調査概報

であります。

今後、文化財保護の資料として役立ち、各地域での分布調査等の参考にな

れば幸いです。

最後に寒暑にかかわらず現地踏査等に御協力頂いた各市町村教育委員会、

及び各市町村文化財保護審議会委員等の方々に感謝申し上げるとともに、今

後もさらに調査を継続してまいりますので、宜しく御協力いただきますよう

お願いいたします。

昭和63年 3月

高知県教育委員会

教 育 長 中 澤 秀 夫



1.本 書は、高知県教育委員会が昭和61・ 62年度に国庫補助事業 として、実施 した幡多郡 7町

村の遺跡分布調査及び、中村市・宿毛市 。土佐清水市が昭和62年度に国庫補助事業 として、

それぞれ実施 した遺跡分布調査の概要報告である。

2.調 査地区は、下記の 3市 4町 3村である。

中村市・宿毛市・土佐清水市・佐賀町・大正町 。大方町・大月町 。十和村 。西土佐村・三原

村

3 調査関係者は別表の通 りである。

4.本 書に記載されたものは、その所在が確認された埋蔵文化財包蔵地(遺跡 )であり、原始か

ら中世 (一部近世 )ま でのものである。ただし、伝承地など未確認のものについては除いた

もの もある。

5.地図は、国土地理院発行の国土基本図 (1/5,000)及 び森林基本図 (1/5,000)を 使用し

て行ない、すべて遺跡の所在は、その範囲を赤で記した。また、周知の遺跡については青で

示した。なお、『高知県遺跡地図―幡多ブロックー』では、すべて遺跡の範囲を赤で示し、

消減 したものは波線で表示した。

6 本書は、昭和63年 2月 1日 現在までに掌握した幡多地域の遺跡をまとめたものである。

7.本書は、同時刊行の『高知県遺跡地図一幡多ブロックー』 ((承認器号 )昭和63四複第 8号 )

成果について図表を中心に説明したものであり、また、今回の調査の成果事例として、同地

図、図19の一部、幡多郡大方町早咲周辺をとりあげて、遺跡一覧表、遺跡地図を掲載した。

8.本書の編纂は、高知県教育委員会文化振興課埋蔵文化財班が当った。

例



別 表      昭和 61・ 62年度高知県遺跡詳細分布調査関係者一覧

1.市 部調査協力者及び文化財保護審議会委員

(1)中  村 市 木村剛朗、西山晴視

(2)宿  毛 市 橋田庫欣、松尾静夫、杉本公男、高見繁数、増田全英、北小路明、酒井 明

(3)土 佐清水市 山下竹光、黒原和男、上野年実

2.高 知県遺跡分布調査委嘱調査補助員

(5)十 和 村 吉良和生(1)佐  賀 町 野坂晴男

(6)西 土 佐 村 門日英哉 石川 一(2)大 正 町 芝 貞義
(昭和61年度)(昭和62年度)

(7)三  原 村 矢野′
1亘喜(3)大  方 町 小橋従道

孝141大  月 町 武田

3.各 教育委員会関係者

に)土佐清水市教育委員会社会教育課(1)高知県教育委員会文化振興課

課   長 竹内 巧課   長 嶋崎和男 渡辺一雄
(昭和61年度)(昭和61・ 62年度)

課 長 補 佐 池 英夫毅課 長 補 佐 永野

係   長 網野 進埋蔵文化財班長 楠瀬陽介

整理作業員 岡田 修社会教育主事 高橋啓明

(0佐賀町教育委員会主   幹 下村公彦

教 育 次 長 首木寛司〃   山本哲也 (宿毛市担当)

(0大正町教育委員会主   事 森田尚宏

公 民 館 長 中森 巌〃   出原恵三
(昭和61年度)

主  事本山桂
屋)

〃   廣田佳久 (総括、中村市、町村担当)

(日召不日624腰

(7)大方町教育委員会〃   松田直則

主   事 畦地和也〃   吉原達生 (土佐清水市担当)

(勧大月町教育委員会(動 中村市教育委員会社会教育課

社会教育係長 安岡豊治rl多課   長 中野

(9)十 和村教育委員会係   長 杉本整史

社会教育主事 高瀬満伸社会教育指導員 東 卓志

QO西土佐村教育委員会整理作業員 宮崎司朗 宮崎美和

社会教育係長 横山茂男 遠地ただひこ(働宿毛市教育委員会社会教育課
(昭和61年度) (昭和62年度)

公民館主事 中平晋祐 芝 正司課   長 田村耕作
(昭和61年度) (昭和62年度)

派遣社会教育主事 中川洋介課 長 補 佐 岩田矩彦
(昭和61年度 )

Qゆ三原村教育委員会派遣社会教育主事 中川洋介

社会教育主事 森本光廣整理作業員 滝本祐二
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第 I章 調査に至 る経緯

高知県教育委員会では、昭和48年度に文化庁の全国調査の一環 として県下の遺跡分布調査を

実施 した。この成果は文化庁 より『全国遺跡地図・高知県』 (昭和51年 )と して刊行され、高

知県の遺跡の分布 を示す基礎資料 となっている。

さらに、昭和58年度には国庫補助 を受け県内の中世城館についての分布調査 を実施 し、『高

知県中世城館分布調査報告書』を刊行 した。

また、昭和54年度からは、高知空港拡張整備事業に伴う田村遺跡群の発掘調査が開始され、

それに伴い他の発掘調査も年々その数が増加している。

このようにして収集した埋蔵文化財に関しては、前述の遺跡分布地図のほか県教育委員会及

び市町村教育委員会には遺跡台帳など備えている。

しかし、現状では、遺跡台帳の不備や未確認・未登録の遺跡遺物も多く、工事等によって新

しく埋蔵文化財包蔵地が発見されるケースも少なくない。

また、遺跡台帳や遺跡地図に記載されていても、遺跡の範囲や出土品の所在等が不明なッミも

指摘される。

このため、詳細な遺跡の分布状況等を把握し、かつ、地域住民や開発事業者に周知の徹底を

図り、遺跡の保護について正しい理解 と協力を得なければならないと考え、昭和61年度より県

下を5ブロックに分け、各ブロック2カ年をかけ、合計10カ年計画で県内の遺跡分布調査を実

施することになった。昭和61・ 62年度は幡多ブロックを対象として詳細な分布調査を実施した。

また、市部については、県教育委員会の指導のもと昭和62年度独自で国庫補助事業として所轄

の詳細な分布調査を実施していただいた。

これらの成果は、同時刊行の『高知県遺跡地図―幡多ブロックー』 としてまとめてある。他

のブロックについても順次実施する予定である。
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第 1図 高知県遣跡詳細分布調査対象地域図

第 1表 高知県遺跡詳細分布調査実施計画

０
　

　

・

調査年度 昭和61・ 62年度 昭和63・ 64年度 昭和65。 66年度 昭和67・ 68年度 日召不日69・ 70年度

区  域 幡 多ブ ロ ッ ク 香美・長岡ブロック 土佐・吾川ブロック 高 岡 ブ ロ ッ ク 安芸ブロック

（番
号
は
市
町
村
番
号
）

該

当

市

町

村

（
Ｖ 中 村 市 04 南 国 市 01 高 知 市 05 土 佐 市 02 室 戸 市

08 宿 毛 市 赤 岡 町 鏡 本寸 06 須 崎 市 03 安 芸 市

09 土佐清水市 18 香 我 美 町 28 土 佐 山 村 中 土 佐 町 東 洋 町

47 佐 賀 町 土佐 山田町 土 佐 町 38 佐 町 奈 半 利 町

48 大 正 町 20 野 市 町 30 大 本寸 越 知 町 田 野 町

49 大 方 町 夜 須 町 本 川 村 40 窪 町 安 田 町

50 大 月 町 つ
る 香 北 町 伊 野 町 力

仕 大 野 見 村 耳し 'II 本寸

十 和 村 吉 川 村 池 町 42 梼 原 町 馬 路 村

西 土 佐 村 物  菩Б  本寸 34 春 野 町 43 東 津 野 村 芸 西 村

三 原 村 本 山 町 五
村 44 葉 山 村

大 豊 町 吾 北 村 45 仁 淀 村

46 日 高 村
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第 H章 調 査 対 象 地 域

高知県下 を調査対象地域 とし、県下を 5ブロックに分け、各ブロック 2カ 年ずつ計10カ年計

画で実施する予定であるが、市部については、県教育委員会の指導協力のもと市主体で実施 し、

各ブロックごとに『高知県遺跡地図』 として県教育委員会が とりまとめ刊行する。

調査初年度である昭和61年度 と昭和62年度は主

に幡多地域を調査することにした。行政単位では、

中村市、宿毛市、土佐清水市、佐賀町、大正町、

大方町、大月町、十和村、西土佐村、三原村の 3

市 4町 3村である。ただし、遺跡の関連性から隣

接する市町村 も必要に応 じて踏査 を行 う。

この幡多地域は、高知県の西南部に位置し、県

下でも有数の遺跡数を誇る中村市、宿毛市を取 り

囲む地域であり、面積的には、香川県の総面積に

も匹敵する。調査前の埋蔵文化財についてみてみ

ると、 3市 4町 3村の合計数は、県総数 1,360遺

跡の26.6%(昭和61年 3月現在)で、その内、中

村市、宿毛市が幡多地域の65.4%を 占めていた。

ノ

ゴー不日本寸

て`▼f・

市町村名 総面積(障 ) 耕地面積(ha) 耕地面積比

中 村 市 387.87 1,693 29θ笞

宿 毛 市 284.91 1,166 20%
土佐清水市 266.63 600 10%

市部小計 939.41 3,459 (59%)

佐 賀 町 76.09 187 3%

大 正 町 199.51 210 4%

大 方 町 112.87 10%

大 月 町 104.30 462 8%

f 不日 本寸 163.60 247 4%

西土佐村 247.90 321 6%

三 原 村 84.47 303 6%

町村小計 988.74 2,322 (41%)

合計 1,928.15 5,781 100%

第 2表 幡多プロック市町村面積

また、この地域は、中村

・宿毛バイパス、宿毛線、

西南空港、西南国営農地な

どの大規模な開発や各種圃

場整備事業、住宅地造成を

は じめ とした開発事業が予

想され、そのような開発事

業に対 して迅速、通切な文

化財保護行政を推進するに

は遺跡地図、遺跡台帳の完

備、充実は不可欠である。

以上のことか ら、昭和61

・62年度の調査対象地域 と

して幡多郡 を選定 した。

Ｎ
Ｉ

西土佐村

宿毛市

第 2図 昭和 61・ 62年度高知県遺跡詳細分布調査対象地域図
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第Ⅲ章 調査の方法・内容

町村については、県教育委員会が主体 となり、県教育委員会の埋蔵文化財担当者が関係町村

教育委員会文化財担当者及び町村文化財保護審議会委員等の協力を得て実施するとともに、各

町村ごと 1名 の調査補助員を委嘱 して実施 した。

また、市部については、昭和62年度に各市教育委員会が主体 とな り、調査協力者及び市文化

財保護審議会委員等の協力を得て、県教育委員会の埋蔵文化財担当者の指導 。協力のもとに実

施 した。

調査は、第 1～ 3次調査に分けて行い、第 1次調査 を昭和61年 6月 か ら 9月 まで、第 2次調

査を目召不日61年 10月 から日召不日62年 11月 まで、第 3次調査 を目召不日62年 12月 か ら日召不日63年 3月 にかけ

て実施 した。市部については、昭和62年度の実施であったが、調査面積が広 く単年度で完了す

ることが困難 とみられたため、昭和61年度に第 1次調査を県の指導・協力のもと実施 した。ま

た、この間説明会並びに打合せ会 を昭和61年 5月 21日 に、昭和61年度の報告会並びに昭和62年

度の打合せ会を昭和62年 4月 20・ 21日 に、そして、昭和61・ 62年度の調査報告会を昭和63年 2

月25日 にそれぞれ中村市で開催 した。

調査内容は、事前に高知県遺跡詳細分布調査実施要項並びに要領 を作成 し、調査方法・内容

の統一をはかった。第4表が調査内容の概略であり、各調査の内、次のフ点に特に留意 して実施 した。

第 1次調査においては、特に第 1項 と第 3項に重点をおいて調査 した。第 1項については、

遺跡の発見届は勿論、遺跡台帳、遺跡地図等に全 く掲載されていないにもかかわらず、地元の

一部で遺跡 として知 られているものが多くみうけられたためである。第 3項は、今回の調査が

中世 (一部近世 )ま での遺跡を対象 としたためである。特に、中世城跡についてはかなり高い

確率で発見することができた。

第 2次調査においては、遺跡の写真撮影の際のフィルムカー ドヘの記入を習慣付け、遺跡を

新たに発見した場合は、できるだけその場で地元の人に所在地を聞 くよう努めた。また、今回

の調査が過去の調査 と大 きく異なる点は、各市町村ごとに 5,000分 の 1の地形図に遺跡の範囲

を記入したことと、遺跡台帳にも遺跡の範囲を赤で記入した 5,000分の 1の地形図 (国土基本

図又は森林基本図)を貼付 したことである。旧台帳では、遺跡の範囲が略図であり、その位置

や範囲を明確にできなか つたためである。

第 3次調査においては、遺跡番号の統一 をはかった。従来の遺跡番号は、 1つ の遺跡で数種

類の番号があったり、不明確であったため、今回から市町村ごと6桁の算用数字を使用するこ

ととした。上 2桁が県下53市町村の市町村番号で、下 4桁が市町村ごとに付 した一連番号であ

り、各市町村 とも 1～ 9,999ま で使用可能である。なお、一連呑号については、周知の遺跡か

ら順 |こ 付 した。 (例 )490031~匠
上_→市町村遺跡番号 (奥尾遺跡 )

高知 県市町村番号 (大方町 )
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第 3図は、埋蔵文化財調査カー ドの記入例であ り、原寸の 5分の 3の大きさとなっている。

幡 多ブロック10市 町村全部県教育委員会が記入作成 した。旧台帳 と異なる点は、遺跡番号の統

一 と遺跡の範囲を略図ではな く 5,000分の 1の地形図を使用 したこと及び写真を白黒写真か ら

カラー写真に変えたことである。

第 4表 高知県遺跡詳細分布調査内容

誤 中村市 宿毛市 土佐清水市 佐賀町 大正町 大方町 大月町 十和村 西土佐村 三原村

第1次調査 9 7 12 8 10 17 7

第2次調査 40 ，
ｒ

合 計 50 47 27 24

第 3表 幡多ブロック遣跡分布調査実施 日数

年  度 調 査 名 目 的 調 査 項 目

初 年 度

前 半

1次調査

旧遺跡地図及び文献

資料等の確認、踏査

地域の選定

(1)旧遺跡地図、遺跡台帳、市町村史など

を手軽卜りとして地形図(原則 として

1/5,000)に周知の遺跡を正確に記入

(21 聞きとり調査

(3)地名 (宇名、ホノキ等)に よる調査

笠)古絵図、古文書等による調査

(5)関係町村に保管されている遺物から出土

地点確認

(0(1)～ (0等 に基づき、踏査地域の選定

初年度後半

及び

次 年 度

2次調査
1次調査に基づ く

現地踏査

(1)遺物の表採 とチェック

(2)地形図 (1/5,000)に 記入

(3)埋蔵文化財包蔵地調査カー ドに記入

14)現状の写真撮影

(5)‖各預1

次 年 度 3次調査 遺跡分布地図の作成

(1)埋蔵文化財包蔵地調査カー ドの清書

(2)表採遺物の整理

(動 遺跡地図清書

催)地形図(1/25,000)へ の遺跡転写

(5)各種資料作成

(6)遺跡地図の作成
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埋蔵 文化財 包蔵 地 調 査 カー ド

No 490031

毯窺鯰監と正三正三J出 鱗:蘊j4●
土
 1帝酌ゅ欲 ウ働b湾)/

遺 構%悶 側 に蒲酔にゴガして呼 狗司幽 鈴 弦々 ちヱいる,駒 遊ヽ 抑 痰 1品 1紳期 綾 雛レ ←

っ未似1獅 て半修受静,レ |よ 1守 |‐f電けとみ剪陽。

っぷ刻fたそ揚琢蒟 刀ヽ!額る?

/7♪ 7年 ク 月 2日

遺 1範  囲

所 蔵 。保 管 場 所

調 査 年 月 日

調 査 年 月 日

第 3図 埋蔵文化財包蔵地調査カー ド記入例
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第Ⅳ章 調 査 の 成 果

調査結果である遺跡の種類、遺跡数の変化については、第 5表で示 した通 りである。周知の

遺跡が 362遺跡であったのに対 し、今回新たに確認した遺跡は 315遺跡を数え、約87%の 増加

率であった。特に、町村のみを取 り上げてみるなら、約 187%の 増加率 となる。最 も増加率が

高がらたのは大方町であ り、約 4.7倍 になってお り、以下佐賀町、大月町、三原村の順に続 く。

下方、最 も増加率の低かったのは宿毛市で、約28.1%の増加率である。各市町村 とも60%以上

の増加率であるのに対 し、宿毛市だけがそれ以下であった。

第 6表は、遺跡の時代別一覧表であり、 1時代 1遺跡 として計算 したものである。例えば、

縄文時代から平安時代にかけての複合遺跡の場合、遺跡 としては 1遺跡であるが、時代 として

は、 5つの時代が含まれてお り、便宜上 5遺跡 として数えた。全体的にみて、中世の遺跡が最

も多く約56%を 占める。実際は、近世の占める割合が最 も多くなると考えられるが、今回は、

近世の一部のみを対象 としたため、その割合は低 くなっている。また、旧石器時代の遺跡は全

く発見されていない。

以下、第 5・ 6表 をもとに調査成果をみてみる。

第 4図は、幡多ブロック10市町村における各市町村の遺跡数の占める割合 を示 したものであ

る。遺跡数の占める割合が、大方町では約 3倍、大月町では約 2倍にそれぞれ増加 し、一方で

は、宿毛市が約30%の減少 となっている。調査前には、中村市、宿毛市、土佐清水市の 3市 で

全体の約 3/4を 占めていた遺跡数が、約 3/5に 減少している。

第 6図は、各市町村の遺跡数変化図であり、周知遺跡数 と新発見遺跡数 を示 している。調査

対象地域における周知遺跡数 と新発見遺跡数の相対的な数的関係 を知 ることができる。遺跡総

数では圧倒的に中村市が多く、宿毛市、土佐清水市、大方町の順に続 く。これを数的処理 を行

ったのが第 5図 であ り、各市町村の新発見遺跡の占める割合を読み とることができる。

第 7図は、幡多地域全体での遺跡の各種別の割合 を示 したものである。調査前は、中世の城

跡が全体の56%を 占めてお り第 1位であったのが、調査後は39%に下がっている。今後は、さ

らにその割合が下がるものとみられる。古墳についてみてみるならば、全国的には遺跡の種丹U

中最 も高い割合を占める種別の 1つ に数えられるが、全体の 1%と 最 も少ない種別の 1つ にな

っている。他の地域に比べ絶対数が少ないことも大きな理由の 1つ と考えられるが、この地域は、

全般に耕地面積が狭 く、古墳の立地する丘陵等まで開墾され、現状 として表面観察だけでは、

確認 し得ないこともその理由の 1つ とみられる。今回確認 した唯―の古墳である宿毛市の神 ヶ

谷古墳 (080107)は 、墳丘が全 く残っておらず、その一部が林道によって削られたことにより

遺物が露出してお り発見されたものである。

第 8図は、市町村ごとに新発見遺跡の種別 を図化 したものである。各市町村 とも散布地の占

める割合が高 くなっている。この散布地の中には、今後集落跡 として確認されるものも多数含

まれているとみられる。次に多いのが中世の城跡である。 1時代の遺跡 として、遺跡数の多い



のは、小字等でその所在がある程度推定でき、かつ比較的地表面観察だけで確認しやすいため

とみ られる。

第 9図は、第 6表を棒 グラフに表わしたものであり、各時代の占める割合 を各市町村ごとに

知ることができる。各市町村 とも中世の遺跡の占める割合が最 も高 くなっている。また、大方

(三枠内数値について、左枠 :周 知の遺跡数、中枠 :新発見遺跡数、右枠 :合計遺跡数 )

第 5表 遺 跡 数 一 覧 表

種  別
散 布 地 集 落 跡 目

（
塚 城 跡 社 寺 跡 古 墳

中 村 市 40 ７
ｒ

ｒ
∪

∩
Ｖ 1 2 3 1 0 1 80 1 0 1 3 0

宿 毛 市 0 0 1 0 1 2 0 1 1 1

土佐清水市 16 30 46 3 0 5 20 1 2 3 0 0 0

市部小計 4 2 2 0 18 2 3 5 1

佐 賀 町 l 5 6 0 0 0 0 0 0 3 3 6 0 4 4 0 0 0

大 正  町 2 7 9 0 0 0 0 0 7 0 7 0 1 1 0 0 0

大 方 町 6 44 50 0 0 0 0 0 0 6 20 26 0 4 4 1 0 1

大 月 町 1 7 8 1 0 1 0 0 0 8 0 1 1 0 0 0

引卜  不日  本寸 7 9 1 0 0 0 0 4 17 0 0 0 0 0 0

西 土 佐 村 24 0 0 0 0 0 0 11 1 0 1 1 0 0 0

三 原 村 8 0 0 0 0 0 0 4 4 8 0 5 0 0 0

町村小計 12] 0 2 0 0 43 95 0 1 0 1

合 計 6 2 8 2 0 264 ゆ
る 1 8

烈 窯 跡 墓 狼煙場跡 砲 台 跡 その他 合  計
析宛兄還勁叙 (る リ
周 知 の 遺 跡 薮

中 村 市 0 0 0 0 0 0 0 0 0 8 0 8 128 80 208 62.5

宿 毛 市 0 0 0 1 8 0 0 0 0 0 0 1 0 1 28.1

土佐清水市 0 0 0 4 0 4 2 7 3 1 4 1 0 1 48 40 88 83.3

市部刻ヽ計 0 0 0 1 5 2 3 1 10 0 272 147 419 54.0

佐 賀 町 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 4 32.5

大 正 町 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 8 88.9

大 方 町 1 l
つ
々 1 0 1 0 1 1 0 0 0 0 0 0 ，

ｒ
Ｏ
Ｏ 466.7

大 月 町 0 0 0 0 3 3 6 6 0 3 1 0 1 11 刀
■ 281.8

引卜  不日  本寸 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 61.9

西 土 佐 村 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 85.0

三 原 村 0 0 0 3 0 3 0 0 0 0 0 0 2 つ
る 10 160.0

町村小計 1 1 4 7 0 8 8 0 3 1 2 つ
０ 90 168 258 186.7

計△
1 1 2 4 5 3 4 7 2 677 87.0
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町のように、 時代が新 しくなるに従って、遺跡数も増加するのが一般的と考えられるが、中

村市、宿毛市、土佐清水市などでは、ばらつきがみられる。一方、大正町、十和村、西土佐村

の北幡地区及び佐賀町、三原村では、弥生時代から平安時代にかけての遺跡が全 く発見されて

おらず_持異な様相を呈す。大月町も、弥生時代の遺跡が 1カ 所確認されている以外は、縄文

時代と中世以降の遺跡であり、類似している。

第10図は、遺跡の種別ごとに周知遺跡数 と新発見遺跡数の比率を図化したものである。散布

地、社寺跡、狼煙場跡、砲台跡など周知遺跡を上回る成果があったことがわかる。貝塚につい

(三枠内数置について、

右枠 :周知の遺跡数

中枠 :新発見遺跡数

左枠 :合計遺跡数 )

第 6表 時代別遣跡数一覧表

時 代

市町村
旧 石 器 縄  文 弥   生 古   墳 奈   良 平  安

中 村 市 0 0 18 30 14 3 4 6 10

宿 毛 市 0 0 0 3 5 8 8 2 2 の
る 5

土佐清水市 0 0 0 17 7 6 0 0 0 0 0 0 1 7 8

佐 賀 町 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

大 正 町 0 0 4 6 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

大 方 町 0 0 つ
る 5 3 8 9 4 20 24

大 月 町 0 0 0 2 4 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0

十 和 村 0 0 0 8 8 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

西 土 佐 村 0 0 9 7 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

三 原 村 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合 計 0 0 0 28 14 10 28 38 44

潤 中 世 近  世 複  合 合  計

中 村 市 84 158 6 0 6 14 153 114 267

宿 毛 市 74 22 3 1 4 4 5 9 141

土佐清水市 50 9 30 4 26 118

佐 賀 町 3 O 5 5 0 4 4 18

大 正 町 8 4 0 1 1 1 1 2

大 方 町 9 60 0 4 6

大 月 町 8 28 1 10 1 1 2 44

十 和 村 8 0 0 0 2 3 5 16 40

西 土 佐 村 0 1 1 3 6 20 43

三 原 村 7 24 2 ，
Ｖ 2 7

計合 252 250 502 48 一
イ 434 453 887
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周知の遺跡数 新発見遺跡数 遺跡総数

大月町 電働十和村 く動西土佐村⑬ 三原村の 中村市 (働 宿毛市 (D土佐清水市くЭ 佐賀町 《D大工町 ()大方町⑩

第 4図 幡多プロック市町村遺跡数比率

ては、今回の調査では新発見遺跡が皆無であったことを意味している。

次に、以上の結果をもとに各市町村の様相等について考えてみたい。

中村市は、幡多地域全体の20%の面積 と約29%の耕地面積を有し、遺跡数でも全体の約31%

を占めている。立地的にみても、高知県最大の四万十川や後川・中筋川の各河川が流れ込む地

帯であり、この遺跡数は当然といえるであろう。ただし、全般に堆積が厚 く、中村貝塚 (070007)

のように地表下約 6mの地点で発見された例もあり、表面観察だけでは確認できない遺跡も多

数残っているとみられる。また、古墳時代の遺跡数の中で古墳の占める割合が非常に低い。古

津賀遺跡(070021)や 具同中山遺跡群 (070052)の ように 5世紀後半から6世紀にかけての大規模

な祭万E遺跡が確認されているにもかかわらず、その時期の古墳が皆無であり、今後、古墳の発

見される余地がある。奈良・平安時代の遺跡にしても、その絶対数は少なく今後新たに発見さ

れる可台を14がある。

宿毛市は、中村市の西隣 りで愛境県に隣接しており、面積、遺跡数 とも中村市に次ぎ第 2位

である。遺跡が集中しているのは、山奈・平田地区であり、市全体の遺跡数の約41%を 占めて

いる。ただし、芳奈 。戸内地区では、遺跡数の約66%が中世の城跡で占められており、その時

代の他の遺跡は極めて少ない。また、山田地区及び平田地区には、古代において郡衡並びに郷

が設置されたと考えられており、山田地区では、出土遺物と立地からその可能性のある遺跡

(竹部遺跡)が今回発見されたが、平田地区ではその時代の遺跡は発見されておらず、今後発見

される可能性もある。

全体的にみると、中世の城跡の占める割合が約56%と 極めて高い数値を示している。このこ

とから考えるなら、今後それら城跡に伴うであろう屋敷跡や集落跡も多数確認されるのではな

かろうか。

上佐清水市は、高知県の南端部に位置し、遺跡数では、大方町とほぼ同数である。今回の調

査では、縄文時代と中近世の遺跡が比較的多く発見されたが、古墳時代 と奈良時代の遺跡は確

認されなかった。奈良時代の遺跡については、平安時代の遺跡が発見されていることから、今

-10-



後発掘調査によって確認される可能性が強い。一方、古墳時代の遺跡については、現在中村市、

宿毛市、大方町で発見されているだけであり、発見されていない他の町村の様相をも加味し、

土佐清水市の古墳時代について考えなければいけないのではなかろうか。

佐賀町は、幡夕地域の北東部に位置し、高岡郡窪川町 と1/1接 している。幡多地域の中では、

総面積、耕地面積が最 も狭 く、遺跡数 も一番少ない。遺跡の時代は、縄文時代 と中世以降に限

られる。このことは、大正町、十和村、西土佐村の北幡地区等にも当てはまる。

北幡地区は、四万十川の中 。上流域に位置し、遺跡の立地 し得る部分が城跡以外、ほとんど

河岸段丘上に限られ、比較的広い河岸段丘を多く有する西土佐村や十和村では、遺跡が割合 多

く発見されたが、広い河岸段丘が極めて少ない大正町では、遺跡数 も限られる。また、これと

同じことが三原村についてもいえる。

三原村は、中村市、宿毛市、土佐清水市、大月町に囲まれてお り、遺跡が比較的集中してい

るのは、柚ノ木地区である。この柚ノ木地区には、幡多郡下でも規模の大きな城跡の 1つ であ

る柚ノ木城跡(530001)が あ り、周辺には同時代の遺跡がいくつか発見されている。

大月町は、高知県の南西端に位置し、大方町に次 ぐ耕地面積を有するが、遺跡数では、その

約半分である。これは、大月町で最 も広い平地部分 を有する弘見地区に生活し得るに足る水を

得ることのできる河川がなく、集落を構成し得なかったことによるのではなかろうか。

大方町は、総面積に比べ耕地面積が広 く、 7町村の中では最大の耕地面積 を誇る。また、遺

跡数でも他の町村より際立って多く、大月町の約 2倍、佐賀町の約 5倍 となっている。時代別

遺跡数では中村市に次ぎ 2番 目に位置し、各時代の遺跡が満遍なく発見され、縄文時代以降綿

々とした人間の生活の痕跡を看取でき、代表的な遺跡の分布状況を呈 している所であるといえ

る。このことは大方町が太平洋に面 した比較的広い平野部 と遺跡 の立地に適する多くの舌

状台地を有し、各谷々からは生活に必要な水を得ることのできる河川が流れでていることによ

るとみられる。また、町村の中では唯一古墳が発見されている所であり、さらに古代において

は郷 (大方郷)が設置されたことからも首肯できる。ただし、古墳の数が極めて少な く、今後

発見される余地は十分あるが、宿毛市同様、すでに削平された可能性 もあり、表面観察だけで

は確認できないか もしれない。

以上、各市町村の様相について記したが、最後に、幡多地域全体の今後の課題についてまと

めてみたい。

遺跡の最 も集中する地域は、大方町から中村市、宿毛市にかけての部分であり、全体の約61

%を 占める。このことは、開発の進展 ともかかわ りがあり、奇 しくも開発の計画区域 とも一致

する。今後、開発 と埋蔵文化財 との調整が必然的に多くなり、発掘調査の件数 も増加すること

が十分予想され、早急な埋蔵文化財保護体制の確立を計らなければいけないと考えられる。ま

た、周辺市町村においても、開発の波は少なからず押 し寄せて来るとみられ、埋蔵文化財に対

する今一層の理解が求められよう。
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新発見遺跡

周知の遺跡

狼煙場跡 砲 台跡

第10図 遺跡の種類別新発見遣 Ltl比率
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地図No 市町村llo 名 称 所 在 地 種 別 現  況 時 代 備   考

省   略

19- 2 花 井 川 遺 跡 大方町加持字上屋式 散布地 畑 中 世

3 490010 庄 田 遺 跡 ″  〃 字庄田 弥生～古墳

4 正 田 畝 遺 跡 〃  〃 字正田畝 畑・山林 平安・中世

5 490051 猿 飼 遺 跡 〃  〃 字サ子 トウシ 畑・果樹園 縄 文

6 490052 加持本村遺跡 〃  〃 字イセキ 水田・畑 奈良～中世

7 490053 泉 福 寺 跡 〃  〃 字寺中 社寺跡 畑

8 490054 竹 シマ ツ遺跡 〃  ″ 字竹シマツ 散布地 畑・荒蕪地

9 490011 鹿 持 城 跡 〃  〃 字古城 城  跡 山林 中 世

490055 田 村 遺 跡 〃  〃 字田村ヤシキ・王子谷ロ 散布地 畑・宅地 奈良～中世

490012 打ヽ 川 城 跡 〃  〃 字平見 城  跡 山林 中 世

490056 宇町 ノ前遺跡 〃  〃 字ウチウマエ 散布地 山林・畑 古墳 ,中世

490057 岡 崎 遺 跡 〃 入野字岡崎

490013 早 咲 遺 跡 〃  〃 字早咲 水田・畑 弥生～中世 祭斤E遺跡

490058 亀 ノ 甲 遺 跡 〃  〃 字亀ノ甲 畑 古墳～中世

490059 高知 駄場遺跡 〃  〃 字高知駄場 。四拾石他

490014 入 野 遺 跡 〃 字大谷・タバタ他 学校・畑 古 墳

490060 入 野 城 跡 〃  〃 字城山 城  跡 山林・畑 中 世

49006ユ 浜 ノ 宮 遺 跡 〃  〃 字浜の宮・上万行・神上 散布 地 畑・宅地

省   略

490004 奥 湊 川 遺 跡 大方町奥湊川字中地屋敷 散布地 水田・畑 弥生 ,中世

490034 日 原 遺 跡 〃 日湊川字とビ原 畑・宅地 奈良・平安

490035 高 知 神 遺 跡 ″  〃 字高知神・新田 水田・畑 縄文～中世

490005 米津(日 湊)I)城 跡 〃  〃 字城山 城  跡 山林 中 世

490036 ヨ ウ カ 遺 跡 〃  〃 字コウクワ 散布地 畑・荒蕪地

490037 寺 尾 遺 跡 〃  〃 字岡寺尾 畑 奈良～中世

490038 防 ノ駄 馬 遺 跡 〃 浮鞭字防ノ駄馬・防ノ谷 縄文～中世

490039 鞭  窯  跡 〃  〃 字ツエツチ 窯  跡 畑・山林 奈良・平安

490040 曽 我 城 跡 〃  〃 字城 ノ谷日 城  跡 山林 中 世

490008 弘 野 遺 跡 〃  〃 字弘野 散布地 畑・荒蕪地 縄文～平安

490009 吹 上 城 跡 〃  〃 字南旧城 城  跡 山林・荒蕪地 中 世

490007 鞭  遺  跡 〃  〃 字東グバ・奥グバ。色見ダバ。1 散布地 畑・宅地 縄文～中世

490006 鹿 々 場 窯 跡 〃  〃 字鹿々場 窯  跡 水田・畑 奈良・平安

490028 浮 津 城 跡 〃 字城山・上城山 城  跡 山林 中 世

490029 南 浮 津 城 跡 〃  〃 字小城山

490030 浮 津 遺 跡 〃  〃 字南千次ヤシキ・代僧・休場他 散布地 水 田・ 畑 縄文～中世

490031 奥 尾 遺 跡 〃  〃 字前奥尾・西奥尾・田中谷他 畑 余良～中世

490032 浮 鞭 城 跡 〃 〃 字田城 城  跡 畑・荒蕪地 中 世

490027 蟷  川 城  跡 〃 蛯サ|13599-1・ 5・ 11～ 13 山林

以下省略

第 7表 大方町早咲周辺遣跡一覧表
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第 11図 大方町早咲周辺遺跡地図
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